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会社概要

会 社 名 株式会社ALiNKインターネット

設 立 日 2013年3月15日

資 本 金 137,873千円

従 業 員 数 19名（2021年8月末現在）

事 業 内 容 インターネットメディアの企画／制作／運営
天気予報専門メディア「tenki.jp」の運営

CSO  富田知尚
2008年 4月 株式会社リクルート入社
2011年10月 グーグル入社
2016年10月 株式会社アトモス 設立 代表取締役就任
2017年10月 株式会社ALiNKインターネット 取締役CSO（現任）

1997年 4月 株式会社ハレックス入社
1999年10月 気象予報士取得
2002年 5月 株式会社ウェザーライン入社
2003年 6月 ヤフー株式会社入社

Yahoo!天気情報プロデューサー
2005年 6月 株式会社ありんく入社 取締役COO 就任
2013年 3月 株式会社ALiNKインターネット設立

代表取締役CEO（現任）

【著書】
・『たのしく学ぼうお天気の学校 12ヵ月』

出版社: 東京堂出版
発売日: 2012/4/12

・『ずっと受けたかったお天気の授業』
出版社: 東京堂出版
発売日: 2008/7/1

 常勤役員紹介

CEO 池田洋人

CFO 中村和徳
1984年４月 株式会社富士銀行（現:株式会社みずほ銀行）入行
2000年７月 株式会社みずほコーポレート銀行兜町証券営業部参事役
2007年４月 みずほキャピタル株式会社経営企画グループ⾧
2012年８月 株式会社はせがわ マーケティンググループ⾧付部⾧
2014年２月 同社営業支援グループ経営管理部⾧
2015年８月 同社執行役員 商品部担当
2021年4月 当社入社
2021年5月 当社取締役CFO就任（現任）
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経営理念

私たちが目指すのは、人々が情報を受け取った、その先の課題解決。

「天気」をきっかけとして、そんなひとりひとりのココロに寄り添い、それぞれが抱える課題に最適なソリューション

を提供していくことも私たちの仕事だと考えます。

「ちょっと先の暮らし」に小さな幸せを届け続ける。 それが私たちの実現したい未来です。

天気を変えることはできないが、
未来の予定を晴れにすることはできる
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沿革

草創期
・tenki.jp運営開始
（2008年9月）※前身の
株式会社ありんく

創業期
・株式会社ALiNKインター
ネット創業（2013年3月）

・tenki.jpアプリサービス開始
（2013年）

上場期
・登山天気アプリサービス開
始（2017年）

・tenki.jp売上高10億円突
破（2018年）

・東証マザース上場（2019
年12月）

拡大期
・ゴルフ天気アプリサービス開
始（2021年）



未来の予定を晴れにする

事業概要

6



未来の予定を晴れにする

7

ALINKの事業領域

インターネット広告 コンテンツ課金

ITメディア事業

一般財団法人日本気象協会様と共同運営する
天気予報専門メディア。
市区町村別のピンポイントな天気予報に加え、専
門的な気象情報、地震・津波などの防災情報を
提供しています。

tenki.jp tenki.jp登山天気

山に特化した天気予報専門アプリ。
気象業務法の観点から不特定多数の方に公開
することが出来ない情報も含まれているため、特
定の利用者様にお届けする有料アプリとして提供
しています。

その他事業

太陽光発電

晴天時に収益が下がる天気予報メディアの事業
特性のリスクヘッジ施策の一環として、として、試
験的に太陽光発電への投資を行っております。

セグメント売上

広告収益: 課金収益:3.33億円 0.07億円

セグメント売上

0.02億円

（2022年2月期２Qまで）

 ALINKは主にIT関連を中心に事業を展開。加えてリスクヘッジならびに新規事業検討の一環とし
て、その他の事業領域への投資を行っております。

（2022年2月期２Qまで）

マーケティングデータ提供

tenki.jpのアクセスデータを元に、外部向けのマー
ケティング支援として、天気ｘユーザーアクセス動
向データ等の提供を行っております。



未来の予定を晴れにする

8

tenki.jpについて

 天気予報・防災情報・季節情報などを配信する
天気予報専門メディア

 ユーザーは各世代・性別で均等に分布

 2021年2月期実績で約47億PV
 Twitterアカウント約285万フォロワー（2021

年3月末時点）

 天気予報
 防災情報
 日直予報士（気象予報士による天気解説記事）
 指数情報（洗濯指数・服装指数等）
 季節情報（桜の開花情報・紅葉見ごろ予想等）
 レジャー情報（レジャースポットの天気等）

主な掲載コンテンツ

 ALINKの主要事業である天気予報メディア「tenki.jp」は年間47億PVを超えるメディアとなってお
ります。



未来の予定を晴れにする

9

 ユーザーの必要な時間・場所にあわせた天気予報や、ユーザーの志向に応じた多種多様な情報
を提供しております。

tenki.jpが提供する情報一覧

有料会員サービス

tenki.jp登山天気は、山の天気予報有料アプリです。
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当社と日本気象協会はtenki.jpを共同運営し、収益をレベニューシェアしております

当社と日本気象協会の関係性

気象予報および
コンテンツ企画・提供

企画・運営・開発
マネタイズ

Webサイト・アプリの企画・設計

大規模サービスを支えるシステムの
開発・提供

運用型広告に関する最適化

200名以上の気象予報士による、気象
予報データを提供

気象に係るコンテンツの制作・設計

レベニューシェア49.5% 50.5%

共同運営
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気象業務
支援センター

気象予報配信

コンテンツ作成
サイト・アプリ開発

メデイア企画・運用

広告運用・配信最適化

インフラ開発・保守

AD
Server

広告配信

広告代理店

アドネットワーク
事業者

広告配信

気象データ

 tenki.jpは、主にサービス企画・運営・マネタイズをALINKが行い、気象予報や記事等の情報・コ
ンテンツ制作を日本気象協会が行う共同運営の形式で運営しております。

気象予報および
コンテンツ企画・提供

企画・運営・開発
マネタイズ
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未来の予定を晴れにするtenki.jpの収益モデル

tenki.jpの売上構成

運用型広告

最も高い買値をつけた広告を表示する技術を使用。
今後も既存業者だけでなく、海外の新興系のプロダ
クトも活用し最新のアドテクノロジーを追求していきま
す。

イールドマネジメント

ユーザー課金

天気連動広告

POINT
POINT

その他広告

POINT

レジャー向け天気アプリでのユーザー課金サービスを提供
・登山天気アプリ
・ゴルフ天気アプリ（2021年11月開始予定）
・新規レジャー天気アプリ（2022年開始予定）

広告単価や広告配信比率に「気象データ」を加味
した独自のアルゴリズムで運用できる体制を構築。
天候変化に連動して広告を調整することで収益の
向上を目指していきます。

 マネタイズ方法は主に広告収入が中心で、現在は運用型広告が9割以上を占めております。
今後、ユーザー課金型のサービスを順次提供し、ユーザー課金による収益の拡大をはかります。

tenki.jpで提供する指数情報や、気象予報士による
専門家解説などと連動したタイアップ企画
や純広告などを提供

運用型広告

95%

その他広

告

2.2%

ユーザー

課金

2.3%

12
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 tenki.jpの事業系統図は以下のとおりです。

tenki.jpの事業系統図
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参考:気象業界の構造

観測データ

気象庁(HPほか)

一 般 市 民 等

メディア･情報産業(TVほか)

民間気象事業者
（日本気象協会、ウェザーニューズほか）

媒体

気象予報

気象予報･
観測データ 気象業務支援センター

気象予報・災害情報・観測データ
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 tenki.jpの主要収益源であるインターネット広告市場は継続的な成⾧をしており、2019年にTV
広告市場を超え、広告市場として最大の媒体となっております。

市場環境① インターネット広告事業

※日本の媒体別広告費:「2020年 日本の広告費」㈱電通
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tenki.jpの広告売上の成⾧はインターネット広告市場の成⾧に対し、2倍以上の伸び率で推移、
2011年からの10年間で500％の成⾧を実現しております。

参考）インターネット広告市場とtenki.jpの成⾧比較

※2011年を基準としての成⾧率で表示

※2020年はCovid-19の影響により一時的に業績が低下
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天気予報サービスにおける国内市場は、400億円程度と推定されております。また、2027年まで
のCAGRは4.3%と予測され、2027年には、約540億円程度に拡大すると想定されます。

市場環境② 天気予報市場（国内）

市場規模データ 出典元

400億円 （出典）日経テレコン業界概要
https://www.nikkei.com/telecom/industry_s/0857

300ー350億円（2017年） （出典）株式会社 三井物産戦略研究所 「気象データを活用したビジネスの現状と可能性」
https://www.wxbc.jp/wp-content/themes/wxbc/images/20170307_forum/02.pdf

400億円程度（平成30年度） （出典）国土交通省 交通政策審議会第30回 気象分科会
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001343630.pdf

約
400億円

約
540億円

CAGR※
4.3％

2020年
日本国内推定市場規模

2027年
日本国内推定市場規模

※CAGR （出典）https://www.researchandmarkets.com/reports/5303857/weather-forecasting-services-global-market
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市場環境③ 気象情報技術市場（グローバル）

世界の気象情報技術市場は、2020年の推定94億米ドルから、2027年までに166億米ドルに
成⾧、予測期間中のCAGRは8.5％と予測されています。

94億米ドル

166億
米ドルCAGR

8.5％

2020年
世界推定市場規模

2027年
世界推定市場規模予測

出典:Grand View Research
「Weather Information Technologies Market Report, 2020-2027」」

気象情報技術市場規模（GLOBAL）

15億
米ドル

25億
米ドルCAGR

8％

2020年
世界推定市場規模

2027年
世界推定市場規模予測

出典:arketsandMarketsResearch
「Weather Forecasting Services - Global Market Trajectory & Analytics」

天気予報サービス市場規模
（GLOBAL）

市場全体のうち
天気予報サービス
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 サービス運営、収益化、システム運用のいずれの分野においても、年間47億PVのtenki.jpの運
営によるナレッジ、および気象データから得られる情報を生かしたALiNKならではの強みがあります。

ALiNKの強み

気象データとユーザーの閲覧状況など
の行動データを連携・蓄積。
気象状況の変化に最適化するメディ
ア運営ナレッジを活用しサービス運営
を行います。

最新のアドテクノロジに即したイールド
マネジメント（広告価格の最大化）
や、気象情報と連動した当社独自の
ノウハウによる天気連動広告など
媒体の広告収益を最大化します。

好天候時・荒天候時で、大きくトラ
フィックが変動するピーキーなサービス
特性に対し、落ちない・遅延しない
サービス提供を実現するシステムや
インフラマネジメントナレッジを保有。

②マネタイズ①サービス運営 ③システム

気象データ

気象データ ユーザー行動
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 tenki.jpで得られる気象データおよびユーザー行動の相関性を分析し、それをサービスプランニング
やサイト設計にフィードバックする、ALiNKならではのPDCAサイクルを確立しています。

①サービス運営

プランニング

開発・制作

ユーザー行動を分析

気象データとユーザー行動
データを基としたプランニング

気象データとユーザー行動
傾向にあわせたUX設計

計測・分析

相関性

ユーザー
行動
データ

気象
データ
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 サイト内回遊施策等の各種施策の継続的な実施により、とくに悪天候時＝ユーザーからの天気情報ニーズが上がると
き 確実にサイト内に集客できる仕組みが完成しつつあり、PVの押し上げに貢献しております

①サービス運営 参考:ユーザーニーズとアクセスの強まる相関

青色:検索流入のTOTALPV
黄色:その内、雨・雪マークのついた

日のPV

21年の数値では19年数値に比べ、

・雨・雪マークのついた日＝ユーザー
の天気予報へのニーズが上がるとき

に

・黄色のグラフの山が高くなる＝ PV
を確実に獲得する（①、②）

ことが可能となってきている。
結果として青のグラフの山も高く＝
TOTALのPV数が押し上げにつながっ
ている

①

②

②

19年に比べ、
①のような取りこぼし無く
②の山が高くなっている

2021年

2019年
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気象データを活用した広告の天気マッチングや、⾧年の収益化ナレッジによるイールドマネジメント
により、広告主とユーザーのマッチング精度を高めることで、高い収益性を実現しています。

②マネタイズ

天気マッチングイールドマネジメント
（広告価格の最適化）

データ
• 天気
• 位置情報
• オーディエンス

トレーディングデスク

最新のアドテクノロジ
への対応

⾧年の収益化
ナレッジ活用

広告主 ユーザー
気象データ等の活用

による最適化

参考:広告単価の比較
一般web
メデイア

CPM 100円
（2022年2月期 9月時点）出典:CARTA COMMUNICATIONS（CCI）

「インターネット広告市場」の動向に関する調査）

tenki.jp CPM 220円

※CPM:Web広告を1,000回表示するごとに発生する広告費
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突発的な異常気象、台風、有感地震に対応できるシステムを構築・運用しています。

③システム構築・運用

大災害時のユーザーの行動傾向等を踏まえ、
災害時の突発的なユーザー増加にも対応

⾧期間運営してきたサービスでありながら、プロ
グラム・システムに関する社内のナレッジマネジメ
ント・オープンソース活用などでシステムの汎用
性を担保

システム最適化

※2021.2期実績

②コスト・マネジメント①負荷対策 ③汎用化

突発的なユーザーの増減に対して対応可能か
つ、インフラコストを極力抑える最適化を継続
的に実施

サーバ負荷状況例 有感地震発生時
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 21年2月期はコロナ禍の影響もあり前年度を下回る状況となりましたが、それを除き継続的に
成⾧を続けております

売上、経常利益、純利益

（単位:百万円）
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純資産額、総資産額

 売上の継続的成⾧に伴い資産も増加。強固な財務基盤を保持しております。

（単位:百万円）
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 メディアとして毎年確実に成⾧を遂げ、昨期における緊急事態宣言等によるコロナ禍の影響も最小限に押さえました

ページビュー（PV）

Copyright © ALiNK internet All Rights Reserved.

（単位:億PV）
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2022年2月期第2四半期 決算概要

 前期に引き続き広告単価が低迷する一方、サイト内回遊施策や検索エンジン最適化、新規コンテンツのリリース等の
施策が、悪天候時を中心としたアクセス数の底上げに寄与したことでPV数が大幅増加し、売上高は前期比プラス。
なおPV数は、2021年8月においては過去最高の月間アクセス数を記録し、第2四半期累計期間においても過去最
高の累計アクセス数を達成。

（百万円）
2022年2月期

第2四半期
2021年2月期

第2四半期 増減額 前年同期比

売上高 342 319 +23 107.4%

営業利益 127 134 ▲ 7 94.5%

経常利益 123 130 ▲ 7 94.6%

四半期純利益 82 130 ▲48 63.4%

営業利益は、新規事業への取り組みに関連し、人件費や開発コストが増加し利益を押し下げ減益。

Copyright © ALiNK internet All Rights Reserved.
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貸借対照表（2022.2ー上期 ）

（百万円）
2022年2月期
第2四半期末 2021年2月期末 前事業年度末比

流動資産 1,460 1,360 ＋100

固定資産 218 219 ▲1

資産合計 1,679 1,579 ＋99

流動負債 115 102 ＋12

固定負債 0 ０ 0

負債合計 115 103 ＋11

純資産合計 1,563 1,476 ＋87

負債純資産合計 1,679 1,579 ＋99
Copyright © ALiNK internet All Rights Reserved.

 資産合計は、主に売上高の積み上げにより現金及び預金が増加。負債合計は、主に、未払金が増加。
純資産合計は、主に、四半期純利益の計上等により利益剰余金が増加。

 自己資本比率は93.1％（前事業年度末は93.4％）
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 継続して純資産を積み上げ、強固な財務基盤を保持しております。

業績ハイライト

純資産額・総資産額・自己資本比率
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 現金及び現金同等物は前事業年度末比、60 百万円の増加。

キャッシュ・フロー

（百万円）
2021年2月期

第2四半期
2022年2月期

第2四半期 前年同四半期比

営業活動によるCF 253 54 ▲199

投資活動によるCF 0 1 +1

財務活動によるCF 0 5 +5

現金及び現金同等物
四半期末残高 1,114 1,229 ＋115



未来の予定を晴れにする

35

未来の予定を晴れにする

に

Copyright © ALiNK internet All Rights Reserved.
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PV数（2022.2－上期）と影響要因①
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未来の予定を晴れにする

PV数（上期・デバイス別）
PC スマートフォン

Android AppiOS App

PV数（2022.2－上期）と影響要因②
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未来の予定を晴れにする









PC スマートフォン

Android AppiOS App

広告単価（2022.2－上期）と影響要因
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※20年3、4月は施策
準備段階につき数字なし。

 昨年度より強化するサイト内回遊施策により、新たに安定的に多くのクリック＝PVを生むサイトに成⾧し、tenki.jp
全体のPV増加に寄与している。

トピックス1:サービスグロース-サイト内回遊（2022.2ー上期）
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 トピックス1のグロース施策等の実施により、競合となる天気系サービスと比較して、PC、スマートフォンともに半数以上
のシェアを獲得している

54.6%
26.4%

5.7%
13.3%

50.4%
33.1%

7.0%
9.6%

●天気系シェア_PC ●天気系シェア_スマートフォン

※出典:ヴァリューズ
（天気系キーワードにおける2021年3月－8月の検索からの累計セッション数シェア）

トピックス2:検索ワードにおける天気系シェア
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① tenki.jp登山天気×YAMAP 連携

概要:
当社のアプリ「tenki.jp登山天気」と登山地図アプリ
「YAMAP」にて、双方の情報を一部提供し合い補完。
データ連携における業務連携を開始。

◆7月7日より登山地図アプリYAMAPにて山の麓の
天気が表示され、登山天気アプリへの導線が確立。

◆8月5日より、登山天気アプリにて、YAMAPより
提供される登山ルートなどの登山に役立つ情報を
取得配信開始。

×

目的と効果:

YAMAP×登山天気アプリの連携より、相互送客。
新規ユーザーを獲得。

YAMAP側イメージ
（画像は、Premiumユーザー版）

※アプリ無料版や
Web版でも連携

登山天気アプリ側
イメージ流入率20％

Copyright © ALiNK internet All Rights Reserved.

※流入率:連携開始から8末までの全インス
トール数に占めるYAMAPからの流入の割合

トピックス3:新規事業における取り組み
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② tenki.jp「キャンプ場の天気」リニューアル

概要:
キャンプ場数を大幅スケールアップ。日本全国約 2,200 
地点のキャンプ場の天気予報と施設情報の提供を開始。
キャンプ場ごとの1時間単位の天気や風情報、さらに2週
間先までの天気、今日明日のキャンプ指数（紫外線/星
空/服装/お出かけ）など、キャンプを楽しむ上で欠かせな
い情報の確認を行うことが可能。

リニューアルにより

PV:+60％
クリック数:+230％

と大幅増加

トピックス4:新規事業における取り組み
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③ tenki.jpアプリ 広告非表示機能の提供
開始 ～月額120円で広告を非表示

概要:
天気予報を広告なしで見ることができる定期購読サービスの
提供を2021年8月25日（水）よりスタート。
tenki.jpアプリにて多くのユーザーさまからいただいていた「広
告を消す機能を追加してほしい」との要望をまずは実現した
形。月額120円（税込）の「ライトプラン」を有効にしている
期間中は広告が非表示となる。

トピックス5:新規事業における取り組み
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■当社における第2四半期（6月～8月）第3四半期（9月～11月）に、台風等の災害が多く発生する
傾向にあります。これに伴い、この時期の当社売上も増加傾向が見られる結果となっています。

出展:気象庁 台風の上陸数・接近数・発生数

過去の国内 台風上陸数・接近数・発生数と各月売上推移
※各台風数は2011～2020年の過去10年平均値

4Q
（3月ー5月） （6月ー8月）

1Q 2Q 3Q
（9月ー11月）当社決算期 （12月ー2月）

4Q

（個）

Copyright © ALiNK internet All Rights Reserved. 43

【参考】
2021年6月～2021年8月
上陸数:2個
接近数:7個
発生数:9個

参考:売上における季節性



未来の予定を晴れにする

44

業績予想（2022年2月期）

（百万円）
2022年2月期

（予想）
2021年2月期

（実績） 前年同期比

売上高 620 610 +10

営業利益 170 223 ▲53

経常利益 160 215 ▲55

当期純利益
（四半期） 110 189 ▲79

1株当たり
当期純利益 51円54銭 90円13銭 ー

Copyright © ALiNK internet All Rights Reserved.

 広告出稿を控える動きやCookie規制の影響による広告単価の低迷は、今期にわたって続くと予想しております。一方
でここまでのPV数の大幅な増加に寄与したサイト内回遊や検索エンジン最適化等の施策の継続的に実施するとともに、
新規事業への投資により低迷する広告単価を補いつつ外的要因に左右されない強い経営基盤の確立を目指します。
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今後の成⾧戦略

45

システム
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天気予報から生活予報へ

46

Life forecast

成⾧に向けた基本方針

weather forecast

コーポレートビジョンである

「未来の予定を晴れにする」

を実現すべく

ひとびとの暮らしと天気の関連性を活用し

ちょっと先の未来をより良くするための情報を提供してまいります
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47

成⾧に向けた基本方針に沿って、サービス形態および対象セグメントの拡大を検討しています。

天気

暮らし

サービスメディア

マーケティング領域

天気メディア領域

レジャー関連メディア領域

成⾧に向けた取組み① （※現在実施中）
国内レジャー向けメディア（課金）

成⾧に向けた取組み③
天候ｘカスタマ行動データ

天気連動広告ナレッジを活用した
マーケティング関連サービス

WeatherｘLifeｘ tech
サービス領域

キャンプゴルフ

ライフスタイルメディア領域

成⾧に向けた取組み②
天気予報データを活用した

ライフスタイルメディア

成⾧に向けた取組み④
気象状況による行動変容や健康影響

などのデータを活用したtoCサービス

サービス形態

セ
グ
メ
ン
ト

ソリューション領域インフォメーション領域
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天気連動広告

登山天気App
（2017年4月よりサービス中）

山に特化した天気予報専門アプリ。
気象業務法の観点から不特定多数の方に
公開することが出来ない情報も含まれて
いるため、特定の利用者様にお届けする
有料アプリとして提供しています。

ゴルフ天気App
（2021年11月17日リリース）

本アプリでは、全国 2100 カ所以上のゴル
フ場のピンポイント天気予報に加えて、
日の出・日の入り時刻や服装指数・発雷
確率・紫外線情報など、ゴルフプレイ
ヤーにとって役立つさまざまな情報を提
供しています。

新規レジャー系天気App
（2022年春リリース予定）

〇〇○〇〇○〇〇○〇〇○〇〇○〇〇○
〇〇○〇〇○〇〇○〇〇○〇〇○〇〇○
〇〇○

 Covid-19の影響により、市場ニーズの拡大している屋外レジャーについて、各レジャーにおける
気象関連情報ニーズに特化したスマートフォンアプリを順次提供してまいります。
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天気

ショッピング

リビング

ファッション

グルメ・レシピ

:

×

天候や気温などによって影響を受けるライフスタイル領域のテーマと天気情報を連携、より読者の
ニーズにマッチした情報提供を行う新規メディア事業となります。

 スピード感ある事業化を実現するため、新規でのメディア構築だけではなく、既存メディアとの協業
またはM&Aも視野に入れて検討を進めてまいります。
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パートナー企業

気象に相関する
行動データを付与

気象データ

ユーザー
行動
データ

販促・営業管理ソリューション

マーチャント

自社サービスで顧客最
適化したデータ提供

顧客データ

データを元に
来店予測や
需要予測

必要に応じて
販促・集客促進広告

依頼
広告配信
システム広告配信

天候ｘユーザー行動
データに基づき最適化

外部DSP 外部ADNW

広告配信

 tenki.jpのデータおよびALiNKのナレッジと、外部パートナー企業のサービス・顧客情報を連携する
ことで、マーチャントにおける、気象影響による需要・来店変化予測と、その予測に応じてフレキシブ
ルに来店促進を行えるサービスの提供を検討しております。

出稿管理
システム

顧客・商品情報や
広告出稿依頼情報
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成⾧に向けた取組み②
天気予報データを活用した

ライフスタイルメディア

成⾧に向けた取組み③
天候ｘカスタマ行動データ

天気連動広告ナレッジを活用した
マーケティング向けサービス

成⾧に向けた取組み④
気象状況による行動変容や健康影響
などのデータを活用したBtoCサービス

ライフスタイルメディア領域

マーケティング領域

WeatherｘLifeｘ tech
サービス領域

成⾧に向けた取組み①
国内レジャーサービス（課金）

レジャーサービス領域

天気メディア領域

中期現在 ⾧期

足元の収益として、既存の天気メディア領域の安定成⾧を維持しつつ、順次新規領域への取組
拡大。さらなる成⾧を目指してまいります。
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さらなる成⾧ステージへ

組織強化および新規事業へ
積極投資フェーズ
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今後の目指す姿

未来の予定を晴れにする
～小さな幸せを届け続ける～

新規事業へ挑戦!tenki.jpの更なる成⾧

◆天気に関連した新しい事業のメディア展開

社会インフラ化を目指して!

天気メディアの特化企業としての地位を確立する

◆防災サービスの強化

◆新規コンテンツの開発

◆課金事業の育成
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リスク情報
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システム
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リスク情報

以下には、当社が事業展開その他に関してリスク要因となる可能性があると考えられる主なリスクについて記載しておりま
す。その他のリスクは、有価証券届出書の「事業等のリスク」をご参照ください。なお、文中の将来に関する事項は、現在に
おいて当社が判断したものであり、将来において発生する可能性があるすべてのリスクを網羅するものではありません。

リスク項目 リスクの内容 発生可能性 対応策

日本気象協会との関係

業務提携契約書に基づきtenki.jpの
運営を協働で行っています。契約書の
解消、内容変更などによるリスクが存在
します。

①可能性:小
②時期:短期
③影響度:小～大
※変更となる契約内
容次第

・役割分担の明確化
・連携強化による良好な関係の継続

異常気象や災害発生
異常気象や台風等の予測できない気
象状況が業績に影響を与えるリスクが
あります。

①可能性:小
②時期:不明
③影響度:中

・グローバル市場への取り組み
・天気予報市場以外への取り組み

インターネット広告市場

これまではインターネット広告市場は順
調に伸びてきましたが、法的規制の導
入など広告市場発展が阻害されるリス
クがあります。

①可能性:中～大
②時期:短～中期
③影響度:大

・市場の変化に応じた新たな技術対応
・広告以外の新規事業開発
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免責事項

 当資料に記載された内容は、現時点において一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社が合理的と判断した

経営計画に基づき作成しておりますが、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。また、今

後の当社の経営成績及び財政状態につきましては、市場の動向、新技術の開発及び競合他社の状況等により、大きく変動

する可能性があります。

 当資料のアップデートは今後、本決算の発表時期（2022年5月）を目途として開示を行う予定です。

免責事項

今後の開示


